
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
が
３
月

日
閉
会
し
ま

22

し
た
。

平
成

年
度
一
般
会
計

31

予
算
は
、
ア
マ
ゾ
ン
自
然

館
・
民
族
館
の
資
料
有
効

活
用
検
討
事
業
に
、
新
政

ク
ラ
ブ
（
自
民
）
が
「
行

革
で
廃
止
が
決
ま
っ
た
も

の
で
あ
り
後
戻
り
で
き
な

い
」
と
し
て
反
対
し
、
事

業
費
４
８
０
万
円
を
削
除

し
て
予
備
費
に
回
す
修
正

案
を
提
出
。
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
同
事
業
費
を

除
く
予
算
案
が
全
会
一
致

で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。新

政
ク
ラ
ブ
の
修
正
案

に
、
日
本
共
産
党
市
議
団

と
市
民
ク
ラ
ブ
、
無
会
派

は
反
対
し
、
政
友
公
明
は

中
沢
洋
議
員
が
反
対
し
ま

し
た
が
、
公
明
３
人
は
退

席
し
棄
権
し
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
資
料
の
活
用

に
反
対
し
た
自
民
会
派
に

対
し
、
市
民
か
ら
は
「
貴

重
な
資
料
的
価
値
を
認
め

な
い
の
か
。
榎
本
前
市
政

の
過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
前

に
進
め
る
べ
き
だ
」
と
の

批
判
の
声
が
議
員
団
に
届

い
て
い
ま
す
。

ア
マ
ゾ
ン
資
料
再
評
価

は
後
戻
り
で
は
な
い

有
効
活
用
は
行
政
責
任

討
論
で
は
、

日
の
予

20

算
特
別
委
員
会
で
加
藤
鉱

一
議
員
が
、

日
の
本
会

22

議
で
菅
井
巌
議
員
が
、
当

局
の
原
案
賛
成
の
討
論
の

中
で
修
正
案
に
反
対
の
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
、

「
鶴
岡
市
に
は
ア
マ
ゾ

ン
民
族
館
（
出
羽
庄
内
国

際
村
内
）
、
自
然
館
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
）
が
あ

り
、
民
族
学
的
資
料
１
万

点
、
生
物
学
的
資
料
合
わ

せ
２
万
点
以
上
が
収
蔵
さ

れ
て
い
た
が
、
市
の
行
財

政
改
革
で
２
０
１
４
年
３

月
末
で
閉
館
し
た
。

市
の
原
案
は
閉
館
で
は

な
く
、
合
併
後
２
ヵ
所
あ

る
施
設
の
統
合
だ
っ
た

が
、
２
０
１
０
年
９
月
24

日
の
第
４
回
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
で
、
佐
藤
正

明
会
長
の
『
鶴
岡
市
の
入

口
に
相
応
し
く
な
い
』
と

の
声
で
閉
館
に
追
い
込
ま

れ
た
。日

の
山
形
新
聞
の
読

19
者
の
声
に
あ
る
よ
う
に
、

『
前
に
進
め
る
た
め
の
再

評
価
だ
と
い
う
皆
川
市
長

の
コ
メ
ン
ト
に
大
い
に
同

感
し
賛
成
す
る
。
』『
あ
く

ま
で
市
民
の
視
点
を
ス
タ

ー
ト
に
し
て
良
識
の
あ
る

判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。
』

と
の
声
を
議
会
は
真
摯
に

受
け
止
め
る
べ
き
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

菅
井
巌
議
員
は
、

「
こ
の
事
業
は
、
歴
代

の
市
政
と
議
会
が
携
わ
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
事
業
が

終
了
し
閉
館
し
た
か
ら
と

言
っ
て
、
そ
の
返
還
に
つ

い
て
は
自
治
体
と
し
て
の

道
義
的
な
対
応
と
責
任
が

求
め
ら
れ
る
。

保
管
さ
れ
て
い
る
資
料

の
全
て
が
評
価
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま

ま
で
は
有
効
活
用
に
つ
い

て
の
方
策
が
見
い
だ
せ
な

い
ま
ま
と
な
る
。

市
当
局
も
述
べ
て
い
る

通
り
、
後
戻
り
で
な
く
、

資
料
の
所
有
者
と
共
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
有
効
活

用
を
図
る
た
め
に
前
進
さ

せ
る
た
め
の
も
の
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

農
業
人
材
育

成
施
設
に
新

政
ク「
説
明
不

十
分
」年

度
一
般

30
会
計
補
正
予
算

で
は
、
県
の
旧

い
こ
い
の
村
庄

内
を
活
用
す
る

農
業
人
材
育
成

拠
点
施
設
の
整

備
に
、
新
政
ク

ラ
ブ
が
「
議
会

に
対
す
る
説
明

が
不
十
分
」
と

し
て
反
対
の
意

向
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

同
会
派
が
、

市
が
協
定
締
結

者
の
中
心
的
役

割
を
担
う
、
県

に
対
し
て
最
大

限
の
支
援
を
要

請
す
る
、
施
設

改
修
は
財
政
負

担
も
考
慮
し
設

計
に
当
た
る
な

ど
の
６
項
目
の

附
帯
決
議
を
提

案
し
、
補
正
予

算
は
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

新
政
ク
ラ
ブ

の

附

帯

決

議

は
、
日
本
共
産

党
市
議
団
と
市

民
ク
ラ
ブ
、無
会
派
は
「
市

当
局
は
十
分
説
明
し
て
お

り
、
附
帯
決
議
は
必
要
な

し
」
と
し
て
反
対
し
ま
し

た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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（
１
面
の
つ
づ
き
）

共
産
党
提
案
「
介
護
制

度
・
従
事
者
処
遇
改

善
」全
会
一
致

請
願
で
は
、

月
議
会

12

で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導

入
に
反
対
し
、
安
全
・
安

心
な
タ
ク
シ
ー
を
国
に
求

め
る
請
願
」
（
山
形
県
ハ

イ
ヤ
ー
協
会
・
全
自
交
山

形
地
方
本
部
）
が
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
、
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
で
は
、
日
本
共

産
党
市
議
団
が
提
案
し
た

「
介
護
保
険
制
度
の
改
善

と
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
等
に
関
す
る
意
見
書
」

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

旧
い
こ
い
の
村
庄
内
９

７
９
８
万
円
で
取
得

追
加
議
案
と
し
て
、
県

か
ら
旧
い
こ
い
の
村
庄
内

の
９
７
９
８
万
万
円
の
財

産
取
得
、
及
び

年
度
一

30

般
会
計
補
正
予
算
に
除
雪

対
策
費
１
億
４
５
６
０
万

円
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
末
で
任
期
満
了
と

な
る
加
藤
忍
教
育
長
の
後

任
に
、
布
川
敦
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

文
化
会
館
問
題
で
答

申
受
け
決
議

自
公
会
派
は
「
議
会
に

責
任
な
し
」

決
議
で
は
、
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡
（
市
文
化
会
館
）

の
第
３
者
調
査
・
検
証
専

門
委
員
か
ら
の
答
申
に
基

づ
き
、
公
文
書
管
理
や
建

設
工
事
の
契
約
変
更
、
市

民
へ
の
説
明
の
あ
り
方
な

ど
、
市
政
運
営
に
関
す
る

決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

３
月

日
に
日
本
共
産

15

党
市
議
団
と
市
民
ク
ラ
ブ

が
議
長
に
対
し
、
「
市
文

化
会
館
建
設
に
関
す
る
議

会
の
責
任
に
つ
い
て
、
議

員
間
で
協
議
を
行
う
た
め

議
員
全
員
協
議
会
の
開

催
」
を
求
め
ま
し
た
が
、

日
、
議
長
か
ら
「
開
催

22す
る
考
え
は
な
い
」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

同
問
題
で
、
自
公
会
派

は
「
議
会
に
責
任
は
な
い
」

と
の
意
見
で
す
。

平
成

年
度
第
２
回
市

30

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
が

日
に
開
か
れ
ま
し

11

た
。

年
度
の
市
一
般
廃
棄

31
物
処
理
計
画
案
に
つ
い
て

市
担
当
課
よ
り
、
一
般
廃

棄
物
排
出
量
を
前
年
度
比

１
・
５
％
減
の
４
万
６
０

２
ト
ン
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

・
１
％
な
ど
、
ご
み
減

12量
等
の
計
画
値
や
ご
み
処

理
実
施
等
に
つ
い
て
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
系
ご
み
の
袋
７
月

か
ら
変
更

変
更
点
は
、
事
業
系
一

般
廃
棄
物
の
ご
み
焼
却
施

設
搬
入
時
の
ご
み
袋
使
用

に
つ
い
て
、
内
容
物
を
容

易
に
確
認
で
き
る
も
の
と

し
、
ご
み
袋
本
体
に
限
り

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
も
認

め
、
３
ヵ
月
の
周
知
期
間

を
設
け
今
年
７
月
か
ら
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

出
席
委
員
か
ら
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て
、

年
度
計
画

・
８
％
に

30

14

対
し
て
実
績
が

・
９
％

11

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、

ご
み
最
終
処
分
場
の
残
量

と
埋
立
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
当
局
か

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
に
つ

い
て
は
ご
み
全
体
量
の
減

少
と
の
関
係
が
あ
る
旨
の

見
解
と
、
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
は
岡
山
処
分
場
の

残
量
見
込
み
と
、
建
設
が

進
め
ら
れ
る
大
荒
処
分
場

で
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
セ

ル
方
式
に
よ
る
埋
立
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

市
民
理
解
な
き
「
有
料

化
」
推
進
は
問
題

実
施
計
画
の
中
に
は
、

家
庭
系
の
ご
み
発
生
抑
制

の
対
策
と
し
て
、
ご
み
処

理
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
や

処
理
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
収
集
体
制
の
在
り
方

や
有
料
化
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
有
料
化
が
推

進
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
理
解
が
な

い
ま
ま
で
の
推
進
は
問
題

で
す
。

市
が
基
本
理
念
と
し
て

い
る
ご
み
の
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
、
再
使

用
（
リ
ユ
ー
ス
）
、
再
生

利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の

３
Ｒ
に
基
づ
く
減
量
対
策

を
、
よ
り
一
層
市
民
へ
の

周
知
と
理
解
を
図
り
、
市

民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ご

み
処
理
負
担
と
環
境
負
荷

へ
の
配
慮
、
税
金
の
使
途

な
ど
へ
の
関
心
と
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

菅
井
巌
市
議
と
山
田
守

市
議
が
参
加
し
、
傍
聴
し

ま
し
た
。

平
成

年
度
第
１
回
鶴

30

岡
市
児
童
福
祉
審
議
会
が

日
開
か
れ
、
本
市
の
子

18育
て
支
援
事
業
や
平
成
31

年
度
の
保
育
所
等
の
入
所

状
況
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

学
童
保
育
専
用
施
設
の

整
備
を

学
童
保
育
に
つ
い
て
複

数
名
の
委
員
か
ら
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

学
童
保
育
所
指
導
員
の

委
員
は
、
「
新
入
生
の
半

数
以
上
が
入
所
を
希
望

し
、
急
遽
ロ
ッ
カ
ー
を
手

配
す
る
な
ど
受
け
入
れ
が

大
変
。
生
活
の
場
と
し
て

名
が
言
わ
れ
て
い
る

40が
、
必
要
な
整
備
、
専
用

施
設
の
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
指
導
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
。
３

月
の
『
広
報
つ
る
お
か
』

に
指
導
員
が
特
集
さ
れ
て

反
響
が
あ
っ
た
」
と
、
施

設
・
設
備
と
指
導
員
の
不

足
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
市
当

局
は
「
大
き
な
問
題
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
。
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

認
識
し
て
い
る
。
学
校
周

辺
の
施
設
確
保
。
総
合
計

画
の
中
で
も
量
の
確
保
と

質
の
確
保
を
考
え
て
い

る
。
専
用
施
設
も
含
め
た
、

ま
た
、
児
童
館
と
複
合
も

あ
る
が
考
え
て
い
き
た

い
。
国
で
は
、
人
員
確
保

か
ら
指
導
員
の
配
置
を
緩

め
る
方
向
だ
が
、
子
ど
も

の
安
全
第
一
で
市
と
し
て

で
行
く
と
非
常
に
高
い
。

ぜ
ひ
、
庄
内
に
も
大
型
の

子
育
て
遊
戯
施
設
を
。
公

園
の
遊
具
も
壊
れ
て
取
り

外
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
当
局
は
、

「
各
地
域
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
子
ど

も
の
絶
対
数
の
減
少
、
一

方
で
大
型
の
遊
ぶ
場
所
と

し
て
、
ソ
ラ
イ
は
民
間
だ

が
、
公
園
も
た
く
さ
ん
あ

る
、
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
、
自
然
を
活
用
し
て
遊

ぶ
こ
と
も
大
切
。
ソ
ラ
イ

の
利
用
状
況
や
ご
意
見
を

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
市
議
が
傍
聴

参
加
し
ま
し
た
。

は
緩
め
な
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

屋
内
遊
戯
施
設

の
設
置
を

ま
た
、
あ
る
委

員
は
「
山
形
・
天

童
な
ど
に
あ
る
屋

内
大
型
遊
戯
施
設

が
な
い
。
ソ
ラ
イ

が
で
き
た
が
、
３

歳
児
以
上
で
親
子

キッズドームソライの屋内遊具（２０１８年１０
月の施設見学会にて）


